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令和７年度 第２回米原市介護保険運営協議会 議事概要 

 

日時：令和７年９月29日（月） 

午後７時00分～８時00分 

場所：米原市役所本庁舎 コンベンションホール 

 

１．開  会 

事 務 局：皆様、こんばんは。本日は令和７年度第２回米原市介護保険運営協議会を御案内さ

せていただきましたところ、公私ともに御多用の中、御出席いただきましてありがとうご

ざいます。定刻となりましたので、ただいまより会議を始めさせていただきます。まず、

開会にあたりまして、会長より御挨拶をお願いいたします。 

 

２．あいさつ 

会  長：皆様、こんばんは。「暑さ寒さも彼岸まで」と言いますが、日が落ちると少し朝晩は

過ごしやすくなって、ただ昼間はまだ暑いという毎日ですが、体調はいかがでしょうか。

本日は第10期介護保険事業計画の策定と、その調査についての話になります。皆様の元に

は、ちょうど国勢調査が届いていると思います。国勢調査は５年ごとの調査になりますが、

質問項目がだいたい17項目だそうです。そこで、国勢調査を楽とみるか、大変だとみるか、

それも含めて今日のこの調査をみていただいて、御意見をいただけるとありがたいと思い

ます。本日もよろしくお願いいたします。 

 

事 務 局：ありがとうございます。本日は15名の委員中13名の委員の皆様の御出席で、半数以

上の出席をいただいております。米原市介護保険条例施行規則第30条第２項の規定により、

過半数の出席をいただいておりますので、本会議が成立しておりますことを御報告いたし

ます。それでは、これより会議を始めさせていただきますが、会議を始める前に資料の確

認をさせていただきます。 

 

＜資料確認＞ 

 

事 務 局：それでは、これからの会議の進行につきましては、会長にお願いしたいと思います。

会長、よろしくお願いいたします。 
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３．協議・報告事項 

会  長：それでは、次第に基づき会議を進めていきたいと思いますので、皆様の御協力をよ

ろしくお願いいたします。では、「（１）第10期介護保険事業（支援）計画の作成準備につ

いて」の説明を事務局よりお願いいたします。 

 

（１）第10期介護保険事業（支援）計画の作成準備について 

事 務 局：＜資料に基づき説明＞ 

 

会  長：ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、御質問や御意見はござい

ますか。基本的には国が求める３年計画をまた立てるということになりますが、将来予測

に基づいてといいながら、それがどこまで正確にできるのかということが難しいので、あ

る程度の誤差は覚悟しなければいけない、というところはございます。方向性としては、

これでよろしいでしょうか。 

 

委  員：この場で聞いていいものかどうかわかりませんが、2040年に向けて、今回の計画と

いうのは本当に正念場になると思います。2040年というとなかなか大変な時代が待ち受け

ているというところですが、介護保険における介護報酬について、公定価格なので市で変

えることはできないとは思うものの、この10月から最低賃金が上がるということもあり、

今はどの介護事業所もかなり厳しい状況に置かれていると思っています。市独自の何か上

乗せするような取組などをやっていただかないと、もう今後介護事業を続けていくことが

非常に難しいという事業所が出てくると思います。色々な市町が上乗せの補助を行うなど

していると聞いておりますが、さらに2040年に向けて介護需要が増大することを考えると、

米原市においても計画と合わせてつくっていただかないと、介護事業所の減少という大変

な事態になるかもしれないという時期でもありますので、ぜひとも市独自の支援制度を考

えていただき計画に盛り込んでいただけると嬉しいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

事 務 局：計画策定の前の段階で、そうした制度を盛り込むという話にはなかなかお答えしに

くい部分がありますが、基本的に介護事業の運営については国の定める報酬に基づいて運

営していくということになりますので、適正な介護報酬が設定されることを我々は切に願

うところでございます。そういったことも併せて検討されていくと思いますので、それを

見ながらの判断になろうかと思いますが、それでもなお地域の特性において不足する部分
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などといったところで、何か穴埋めをしていかなければならないと判断した場合には、そ

ういった制度も考えていかなければならないというように思います。ただ、介護保険制度

は国が実施している事業で、全体的な事業でございますので、財政力によって介護事業者

の運営に差がつくようなことではなく、公平公正な事業運営が求められるだろうと思いま

す。その中において、地域特性をみた上で穴埋めするところはする、という判断をしてい

かなければならないと思っています。 

 

委  員：非常に答えにくいことを聞いて申し訳ありませんが、色々な調査でも「介護保険料

が高い」という結果が出ていて、支払う介護保険料は高いにもかかわらず介護事業をやっ

ておられるところに回ってくる報酬は低いということがあります。どこでそういうギャッ

プができてしまったのかはわかりませんが、例えば中山間地、山間地が多いと移動時間が

介護の時間に含まれないことなどは、米原市でも本当に切実な問題になっていると思いま

す。サービス付き高齢者向け住宅のように階段を上ればすべて回れるようなものならよい

ですが、そういったところばかりでもないので、そういう課題があり、これからも大きく

なるかもしれないということは認識しておいてほしいと思います。どうぞよろしくお願い

します。 

 

会  長：なかなか難しい質問で、市も答えにくく、国が何とかすべきだという問題になって

きますが、医療にしても介護にしてもすべてが大変な状況になっております。なかなか難

しいと思いますが、そのあたりは経過をみてよろしくお願いしたいと思います。では次に、

「（２）いきいき高齢者プランまいばら 第10期介護保険事業計画／高齢者福祉計画の策定

に伴う高齢者等実態調査について」の説明を事務局からお願いいたします。 

 

（２）いきいき高齢者プランまいばら 第10期介護保険事業計画／高齢者福祉計画の策定に伴う

高齢者等実態調査について 

事 務 局：＜資料に基づき説明＞ 

 

会  長：ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、御質問や御意見はござい

ますか。このアンケートは郵送で実施して、ネットで回答する人以外は返送されることに

なりますが、どのようにされますか。というのは、例えば介護保険施設等利用者調査で、

施設のサービスに「不満である」と答えた人は施設の人に見られたくないですよね。それ
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をどのようにして回収されますか。 

 

委  員：原則としては、返信用封筒を封入させていただきますので、それに入れていただい

て返信していただくということになっております。ただ、会長が言われたように、施設の

方に見られたくないという方もいらっしゃいます。施設の方が気にされていることもあり

ますし、実際に見られたくない方が大半だろうと思っておりますので、そういう場面につ

いても想定しながら何か方法がないか検討させていただきますが、基本的には返信用封筒

で回答していただくことにはなってしまいます。 

 

会  長：返信用封筒は、のり付きのものですか。のりが付いていれば自分で入れて封までで

きますが、それがないと誰かが封をすることになるので、その時に見られる可能性がある

ということになります。 

 

事 務 局：返信用封筒はのり付きになっておりますので、すぐに封をしていただくことが可能

となっております。 

 

委  員：介護保険施設等利用者調査ですが、この質問にはおそらく利用者の方、特に特別養

護老人ホームを利用している要介護３以上の方は答えられない場合がほとんどだと思いま

す。そうなると、デイサービスなどのしっかりしておられる方のみの回答しか返ってこな

くて、一番知りたい施設利用者の要介護３以上の方や認知症のある人の回答が全然返って

こないということになりますが、その場合は誰が回答するのですか。 

 

会  長：おそらくその場合は職員の方が回答者ということになりますが、そうすると何の意

味があるのかという御意見だと思います。 

 

事 務 局：こちらは御本人さん以外にも御家族の方や施設の職員の方にも回答していただくこ

とができますが、その場合聞き取りをしていただくことになりますので、そちらをスムー

ズにしていただけるとありがたいと思います。 

 

会  長：要介護５の方に聞き取りをすると考えることに違和感があって、それは要介護を知

らないと言われると思います。 
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委  員：実際に利用されている方の回答がほしいのであって、少なくとも施設職員の回答で

は困ります。せめて御家族くらいでないと困ると思ってお聞きしています。 

 

事 務 局：郵送は御本人様にさせていただくことにはなりますので、そちらを御家族の方に書

いていただけるということでお願いできればと思います。 

 

会  長：なかなか大変で実際は難しいことだとわかって言いますが、聞き取り調査をした方

がよいということだと思います。 

 

事 務 局：前回の調査では72.1％の方が回答されており、その記入者としては約９割、88.7％

が御家族の方となっています。ほとんど御家族の方が書かれており、施設職員の方が記入

しているのはわずか3.2％となっています。もちろん御本人がお答えいただけるとよいとは

思いますが、難しい場合でも御家族の方が状況を把握したうえで書かれていることが多い

と感じています。 

 

会  長：いかがでしょうか。言い出すとたくさんありますが、見ているとＡＣＰや成年後見

人の説明が少ししか書かれていないということが本当によいことなのか、というところが

気になります。ＡＣＰの「共有しておく取組」のところでは、日時によって人は考え方が

変わるので、内容を変えてもいいということをどこかに書いておかないと、一度決めると

変えられないと思われると違うということがありますし、成年後見人も家族がなってくだ

さる場合はいいですが、弁護士などがなることが多く、そうすると毎月費用がかかります。

そういうことを書いておかなくてもよいのか、ということが個人的に気になりましたが、

あまり説明を書くとそれだけ文章が長くなるので、どこまで書くかという問題もあると思

います。 

 

委  員：ＡＣＰについて今回設問がいくつも出てきていますが、米原市としてその啓発や取

組というものがどうなっているのかお聞きしたいです。 

 

事 務 局：ＡＣＰの啓発につきましては、米原市では在宅医療・介護連携推進事業の一環とし

て湖北医師会にあります事業所に委託させていただいています。啓発の場としては出前講
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座をさせていただいたことに加え、昨年度は米原市社会福祉協議会が主催する共生フェス

タというイベントで、社会福祉課と共同でＡＣＰについて啓発をさせていただいていると

いうのが現状です。また、今年度につきましては、委託させていただいているところと一

緒にチラシを作成させていただいており、今回の調査でこういった啓発がどの程度住民さ

んに根付いているかというところも確認させていただきたい次第です。 

 

委  員：ありがとうございます。ＡＣＰに関する出前講座はどのくらい利用がありましたか。 

 

事 務 局：出前講座の回数については今手元に資料がなく、数値をお答えすることができませ

んが、実施した団体としては市民さんが主体のお茶の間の団体や色々なサロン、あとは医

療機関等でもさせていただいており、ニーズで言えば件数自体は増加していると聞いてい

ます。周知啓発については今年度も力を入れていきたいと考えております。 

 

委  員：アンケートは対象者に郵送するということですが、このニーズ調査の対象者はどう

いった方になるのでしょうか。 

 

事 務 局：ニーズ調査につきましては国から対象者の基準が設けられていまして、要介護認定

を受けていない一般高齢者、要支援１・２の認定を受けている方、事業対象者となってお

ります。人数につきましては、回収率の都合上信頼できる回答数を得るために、今回４圏

域で600人ずつ抽出させていただきまして、合計2,400人を対象として設定しております。 

 

委  員：それから、このニーズ調査の10ページで、問58と問61は語尾が変わっているだけで

ほとんど似たような設問になっていて、しかも並べずに２問挟んでいます。こういう設問

の順番にした意図を教えていただきたいと思います。 

 

事 務 局：問58につきましては、今回認知症施策推進基本計画の中に新しい認知症観というと

ころがございます。その一つとして、認知症に対してネガティブな意見ではなく、認知症

になったとしても色々な役割などを持ちながら生活していけるというものがあり、市民さ

んが認知症に対してどういったイメージをもっているかというところで質問させていただ

いています。問61につきましては、共生社会に向けてというところで、2040年には３人に

１人が認知症もしくは軽度認知障害と言われておりますので、もし御自身が認知症になっ
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た場合にどのように暮らしていきたいかというところで設定させていただいています。今

の認識と共生社会での地域での生活という点で、今回立てさせていただいたところです。 

 

委  員：要は、ポジティブなイメージを持っていてそのように暮らしたいと思うが、ただ実

際にはそれができると思えないというギャップがあるのではないか、ということでよろし

いでしょうか。 

 

事 務 局：おっしゃるとおりで、実際に御本人さんからは認知症になってからどういった生活

をしていきたいかという点でギャップを感じているという声も聞かれたので、元気なうち

からこのように質問させていただいているところです。 

 

委  員：今度お茶の間で、人生会議の出前講座を受けることを申し込んでいます。ただ、こ

うしたことはよく話題に出ますが、質問文に「人生会議（ＡＣＰ）」と書かれていると、こ

れだけで年配の方は「また難しい言葉が書かれている」というイメージを受けるように感

じます。「もしものことがあった場合のことを考えて、日頃から大切な人や家族などと話し

合っていますか」くらいの柔らかい質問だったら受け止めやすいのではないでしょうか。

「人生会議をしているか」という感じになると、少し難しいようなイメージを受けます。

私はヘルパーをしていて、今は介護をしている方ですが、2040年になるとおそらく介護し

てもらっている立場になるかと思いますし、今の若い方もその頃には親御さんの介護で悩

んでいるようなことになるのではないかと思います。なので、こういう取組をしながら準

備をしていく、体制を整えていくことがすごく大事だと思います。ただ、認知症につきま

しては、元気なうちはこういう質問にも答えられますが、自分が認知症になって当事者の

立場になったら、やはりだんだんやる気がなくなったり細かいことがわからなくなったり

して面倒になり、色々な取組をしてくださっても参加しようという気力もなかなか湧かず

に、最後はだんだんと、本当に食べることにも何にも意欲もなくなって、という状態にな

っていきます。今は本当に大変な状況でも施設に入れず、在宅で朝夕とヘルパーの介護を

受けながら限界で暮らしている方もいらっしゃるので、私はやはり入所できる施設の充実

を望んでいます。病院の方も病床が減らされていますし、介護も保険あってサービスなし

というか、なかなかサービスが受けにくいような状況もありますので、やはり米原市とし

ても国が言っている以上に充実してほしいということを思っています。 

会  長：おそらくエンディングノートもＡＣＰと同じなので、名前を書かずに「こういうこ
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とを書きとめていますか」という聞き方でもよいのではないかと思います。他にはいかが

でしょうか。アンケートをしていた人間としては、前より設問が増えたと言われた途端に

減らしませんか、と言いたくなります。数が増えれば増えるほど回収率は下がるので、聞

きたいことがたくさんあるのは百も承知ですが、もう少し減らすことはできませんか。 

 

事 務 局：アンケートの設問数については増えているものばかりですが、もう少し検討させて

いただきまして、減らせるところがありましたら減らしていきたいと思っております。た

だ、減らして支障がないところということにはなりますので、国が示す必須の設問は減ら

せませんし、新たに追加した設問についてはこのまま尋ねさせていただきたいと思ってお

りますので、経年で質問させていただいております着色していない設問をもう少し減らす

ことができるか検討させていただきたいと思います。 

 

会  長：「成年後見制度等について」というのは、これは市独自の設問ですよね。それでは、

「成年後見制度の利用促進のための課題は何だと思いますか」という設問に「成年後見人

を簡単に変えられない」という項目がないような気がしますが、それはよろしいでしょう

か。今問題になっているのはその点で、弁護士から家族に変えたくとも、一度裁判所が決

めるとなかなか変えてくれないということがあります。 

 

事 務 局：検討させていただきます。 

 

会  長：あと、認知症のところに「○は３つまで」という設問がありますが、３つに制限し

ますか。というのは、「あてはまるものすべて」と「○は１つ」という組み合わせのパター

ンが全体的に多いですが、そこだけ３つということを疑問に思いました。ほとんどすべて

を選ぶ人が多いからだという気はしますが、それならばすべて３つにしてはいけませんか。 

 

事 務 局：おっしゃるとおりで、選択肢はすべて必要なことではありますので、その中で特に

どれを重要視されているのかということを知るために、質問文に「特に」と記載して３つ

までに制限させていただいております。ただ、どういった結果が出てくるかは、やはりま

だこれから回答していただくものなのでわからないため、いくつでも選択できる形にして

その中でさらに絞り込んでいくということも分析の中ではできますので、そちらに関して

も今後検討させていただければと思います。 
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会  長：今の言い方であれば、「特に」とするのならば１つでよいのではないか、と思いまし

た。 

 

委  員：今の質問に関連して、「○は３つまで」「○は１つ」などと書かれていますが、「あて

はまるものに○」というのは「いくつでもよい」ということですか。「○は３つまで」とい

う質問と比べると、いくつ選択したらいいのだろうかという誤解が出てくるのではないか

と思いますが、よろしいですか。 

 

事 務 局：こちらに関しましてはこれまでの調査でも使っている表現であって、特段これまで

選択する数というところで問題はありませんでしたが、おっしゃるように「いくつでも」

という形で選択肢をどれだけ選んでもいいということがわかるようにした方が、回答され

る方にとってより負担が少ないと思いますので、この表現に関しては修正させていただき

ます。 

 

委  員：そうですね、数を指定している設問があるので、数を指定していないとどうするの

かと思いました。例えば「あてはまるものすべて」とするなど、わかりやすい工夫をお願

いいたします。 

 

事 務 局：かしこまりました、ありがとうございます。 

 

会  長：他にはいかがでしょうか。自分が回答すると思って見ると、すごく回答しにくいも

のもあると思うので、それを言っていただくと一番ありがたいです。 

 

委  員：会長も言ってくださったように質問項目が少ない方がいいと思いますが、全体的に

再度見させてもらうと、選択肢が多すぎる設問がおそらく答えづらいです。何度か読ませ

てもらうと、やむを得ないところもありますが、ずらっと並んでいるものを見るとすごく

見づらく、読んでいるとどんどん難しい言葉ばかり出てきて、わかりにくい。いくつも質

問を出したいのはわかりますが、もう少し的を絞って集約し、選択肢を少なくしてもいい

のではないか、という気がします。具体的にはもっと読みこまないと言えませんが、質問

１つに対して選択肢があまりにもたくさんありすぎるので、読んでいると３つ選べと言わ
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れても余計に迷って何を答えていいかわからないような気がします。検討よろしくお願い

します。 

 

事 務 局：ありがとうございます。検討させていただきます。 

 

会  長：おっしゃるとおりで、３つまでとしても上から３つまで選んで読むのをやめてしま

うのではないかと思います。結果を見ても、上から３つが多かったという結果が出るかも

しれません。作った方の意図はわかりますが、もう少しシンプルに答えやすくしていただ

くとありがたいと思います。他にはいかがでしょうか。特にないようでしたら、さらに質

問等が出てきたら事務局にファックスなどで連絡していただくという形にしましょうか。

こういうものは検討し始めると１日でも２日でもできますので、皆様が見てこれは答えに

くいというものがあれば教えていただけるとありがたいです。それでは、最後にその他と

して事務局から何かございましたらお願いいたします。 

 

４．そ の 他 

事 務 局：先ほどの質問事項等ですが、発送の都合もありますので、御意見がございましたら

10月６日（月）までに事務局までお願いいたします。 

 

会  長：ということで、もし何かありましたら10月６日（月）までに事務局に伝えていただ

ければと思います。それでは、本日の議事についての検討は終了したいと思います。皆様、

御苦労様でした。後は事務局にお願いします。 

 

５．閉  会 

事 務 局：会長、進行ありがとうございました。次回の予定としましては、来年３月に開催を

予定しておりますので、御出席をよろしくお願いいたします。それでは最後に、くらし支

援部長より閉会の挨拶を申し上げます。 

 

くらし支援部長：閉会にあたりまして、一言御挨拶を申し上げます。委員の皆様におかれまし

ては、長時間にわたりましてたくさんの協議事項を御審議いただき、また貴重な御意見を

たくさんいただきまして、誠にありがとうございました。今後も高齢化が進み、介護需要

がさらに増加する中、米原市の実情に応じた、地域の特性を生かした地域包括ケアシステ
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ムの深化や介護人材の確保を図るための取組内容を、この第10期計画に盛り込むことが重

要となってきます。本日御審議いただきました調査票は、認知症に関する質問を新たに設

定しておりますとおり、本計画においては認知症基本法に基づく認知症施策推進計画を含

めた計画として、順次準備を進めてまいりたいと思います。皆様におかれましては、今後

とも忌憚のない御意見を賜り、この協議会がますます活発な議論の場となりますようお願

い申し上げ、簡単ではございますが閉会の挨拶とさせていただきます。本日はありがとう

ございました。 

 

以 上 


